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 レッスン26 総括 ＝検証＝ 

これまでに見てきたテクニカル指標において、計算条件（日数や数値）を変えてみ

ることで売買シグナルにどのような変化がみられるか検証したいと思います。 

 

（１） 移動平均線 

日足チャートにおいて使われる移動平均線は「5 日線と 25 日線」が頻繁に使われ

ますが、計算日数が小さい「4 日線と 20 日線」へ変えることで移動平均線はどのよ

うな動きになるのか検証してみます。 

 

5 日線と 25 日線

4 日線と 20 日線
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計算日数を小さくすることで 20日線の方が 25日線に比べて株価との乖離率が小さ

いこと（①）や 4 日線と 20 日線の方が“ゴールデン・クロス”及び“デッド・クロ

ス”の示現が早いこと（②）などがうかがえます。実際の株価の動きに対して値動き

に敏感な動きとなっています。 

 

（２） パラボリック・タイム・プライス 

売買シグナルとなる SAR の動きを決定付ける加速因子（AF）を大きくすることで

売買シグナルが転換する頻度はどの程度変化するか検証してみます。今回は通常

AF0.02（最大値 0.2）と 0.03（最大値 0.3）で比べてみます。 
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加速因子を上げることで①のように実際の株価と SAR の連動性が強まることや、

②のように売買シグナルの転換する回数が増加することがうかがえます。ただ、パラ

ボリックを利用した売買において、加速因子を上昇させることでパフォーマンスが向

上するかどうかは検証の必要がありそうです。 

  

加速因子：0.03 
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 レッスン27 総括 ＝テクニカル指標の複合＝ 

（１） 日足 RSI+MACD 

 

1 番目の丸印 

6 月中旬に RSI、MACD とも明らかに変化の兆しが見られます｡両者ともにこれま

でのトレンドを上方にブレイクしたことに加え、いわゆるゴールデン・クロスの示現

で買いスタンスに転換していることを見て取れるでしょう｡ 
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